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「 お ・ か ・ た ・ づ ・ け 」 

校 長  小 島 英 樹 

 

 オリンピックを超える国と地域が参加する、世界一のスポーツイベントといわれるサッ

カー「ワールドカップ ブラジル大会」が佳境を迎えています。 

発展途上の国々も、国内外に紛争を抱える国々も、人種問題や民族問題や貧困問題に揺れ

る国々も、それぞれの国民の期待と希望を一身に担って、世界最高の技術と、連動するチ

ームプレーと、鍛え抜かれた肉体のすばらしさを魅せています。 

 同時に、ピッチで躍動する１１人の選手とは別に、“１２人目のプレーヤー”とも呼ばれ

る各国サポーターのパフォーマンスも注目の的です。顔全体に自国の国旗をペインティン

グしたり、風変わりな衣装をまとってお国柄をアピールしたり、試合展開にあわせて全身

で喜怒哀楽を表現したり、まさに一喜一憂しながらスタンド全体が波打ち、選手と一体と

なります。 

 その中で、日本人選手・サポーターによる行動が世界を驚かせました。それは、試合に

負けた直後の悔しい思いを抱えながらも、控え選手を含めた選手全員がスタンドに向かっ

て深々とお辞儀をして感謝の気持ちを表す姿と、その後の日本人サポーターによるスタン

ドのゴミを拾う姿です。 

 日本に古くからある「立つ鳥、後を濁さず」の言葉通り、自分たちが観戦したスタンド

を次に使う人のためにきれいに掃除しておくという、かつての日本人にとっては当たり前

のことですが、残念ながら今では日本でも廃れつつある行動を、遠くブラジルの地で多く

の日本人サポーターが実行していることに世界中から賞賛の声が上がったのです。 

 ２０２０年東京オリンピック招致演説で話題となった「お・も・て・な・し」の精神を

まさに形に表したといえる「お・か・た・づ・け」であり、「ご・み・ひ・ろ・い」の行動

です。これこそ、憲法前文に明記された日本の目指すべき理想の姿である「名誉ある地位

をしめたいと思う。」に合致する世界に誇ることのできる行動・態度の実践といえるのでは

ないでしょうか。 

 次世代を担う本校の子供たちにも、毎日の清掃指導や道徳授業、校外学習や移動教室等

の学校行事の機会を通して、ゴミ拾いや整理整頓、思いやりや助け合いの態度と行動力を

育てています。ぜひ、ご家庭や地域でも、一緒に育てていきましょう。 

さっそく私もサポーターを見習い、夜遅い電車内に放置された空き缶とペットボトルを

拾って帰りました。バッグの中には、いつもゴミ袋１枚と日本人としての誇りを入れてい

ます。 
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７月行事予定表 
◎今月の生活目標 ： ・物を大切にしよう  ・汗の始末をしっかりしよう 

日 月 火 水 木 金 土 

２９ ３０ １ 

区一斉防災訓練

（地震想定・下

校） 

14:30 地震発生 

14:50 引取開始 

15:10 訓練終了 

２ 

七夕集会 

３ 

こころの劇場 

（６年） 

都学力調査 

（５年） 

保護者会１２３年 

14：50～ 

４ 

保護者会４５年 

14：50～ 

５ 

６ ７ 

全校朝会 

安全指導 

移動教室前日検

診（６年） 

８ 

大泉図書館見学

（３年） 

武石移動教室６

年始 

９ １０ 

給食試食会 

１１ 

 

 

武石移動教室６

年終 

１２ 

土曜授業（水曜

時間割） 

セーフティ教室６

年 

１３ １４ 

全校朝会 

クラブ⑥ 

１５ 

４時間授業 

（４－２研究授業

のため） 

１６ 

けやき班遊び 

個人面談① 

１７ 

個人面談② 

１８ 

全校朝会 

給食終 

給食後大掃除 

１９ 

 

２０ ２１ 

海の日 

夏季休業日開始 

２２ ２３ 

夏季水泳① 

学力補充教室① 

個人面談③ 

２４ 

夏季水泳② 

学力補充教室② 

個人面談④ 

２５ 

夏季水泳③ 

学力補充教室③ 

個人面談⑤ 

２６ 

２７ ２８ 

夏季水泳④ 

学力補充教室④ 

個人面談⑥ 

２９ 

夏季水泳⑤ 

学力補充教室⑤ 

個人面談⑦ 

３０ 

夏季水泳⑥ 

学力補充教室⑥ 

個人面談⑧ 

３１ 

夏季水泳⑦ 

学力補充教室⑦ 

個人面談⑨ 

 

 

学校公開参観ありがとうございました。また、感想へのご協力にも感謝いたします。頂いたご意

見を今後の教育活動に生かしてまいります。感想を一点紹介させて頂きます。 

『●靴箱上の保護者の靴について：×マークがあるのに平気で置いてあることに、大人として親として 

いかがなものだろうと感じました。子供の態度を正す前に、親である私達がきちんとすべきではないか

と改めて感じました。』（大人のマナーに関する感想を他にも頂いています） 

さて、ご存知のように練馬区では、６月～２月(８月を除く)の第２土曜日を「土曜授業公開日」とし

ています。その初回である６月は、本校では「学校公開日」と位置づけてお知らせを出し、授業公開

を行いました。今後は、お知らせは出しませんが、「土曜授業公開」を行います。どうぞお子さんの学

校での様子をご覧にいらしてください。次回は７月１２日です。なお、参観中の廊下、階段等での私

語や笑い声、小さなお子様の声や行動は、授業の妨げとなりますので、ご配慮をお願いいたします。  

 

欠席の連絡 特別な事情がある場合を除き、欠席の連絡は、連絡帳でお願いします。また、学校

への電話は、８：２０～８：４０の時間帯は、会議中や全校朝会のため避けてください。 

 

 

 

副校長通信             「家庭教育」        副校長 城 崎  真 

 子供たちのよりよい成長のためには、地域・保護者・学校が一体となって見守り、育てていくこ

とが不可欠です。学校では、子供たちのよりよい成長のためと考え、いろいろなルールを作ってい

ます。そのルールは、窮屈なものと感じるものもあるでしょう。しかし、いろいろな人が生活する

場面では、ルールを守ることが大切であり、また、そのことを教えていかなければ、本人が将来困

ることになるのです。小学生のうちに、ルールを守ること、人の意見を素直に自分に取り入れるこ

と等を身につけさせていきましょう。ご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

個人面談・学力補充教室は、学

年・学級によって設定日が変更

になります。 



がんばった運動会！ 
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 写 真 

 

 

１年        小池 千恵子 
 小学校に入学してから、初めての運動会。五十
音順での並び方から背の順での並び方に変わった
り、朝登校したらすぐに体育着に着替えて全校練
習が始まったりと、練習期間は毎日が初めての連
続でしたが、一人一人が自信をもって、元気に運
動会当日を迎えることができました。 
 団体演技のにんじゃり☆４０では、「一つ一つの動
きを大きく、楽しんで踊ろう！」と声を掛けながら練習
に取り組んできました。子供たちはその声に応え、み
んなとてもかわいく元気いっぱいの忍者になって踊
ることができました。 
 保護者の皆様には、キャップバンダナに４０を
つけることを始め、いろいろとご協力いただきあ
りがとうございました。また、運動会当日には、
猛暑の中、子供たちに大きく温かい声援や拍手を
送って下さりありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年         田代 順子 
 昨年度に比べて集合が早くなり並び方が上手に
なりました。特にダンス「空へ！みんなでジャン
プ！」では大きくしっかり動作をとること・要所
要所できちんと手を伸ばすこと・列をそろえるこ
となど大事なポイントを押さえながらの練習を一
つ一つ確実に身につけることができました。何回
練習しても真剣に取り組むこともでき、子供たち
の成長を感じました。 
元気な 2 年生の子供たちは、曲に乗りやすくジ

ャンプの多いダンスを気に入って、練習がない日
も「先生踊りたい」という声が上がりました。ク
ラスで自主的に練習している姿は見ていてほほえ
ましかったです。 
衣装の準備等ご協力ありがとうございました。

保護者の方の応援があったからこそ、あの暑い日
の運動会を立派にやり抜くことができたと思いま
す。 
 
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 

 

 

 

 

３年         山川 美帆 
 フラフープのダンスは、集団で表現することで、
一人の時とは違った達成感を味わわせることがで
きると思い、集団で表現する形にしました。3 年生
ということで、道具を使った細かな動きも出来る
ようになっていますが、初めのうちはフラフープ
の扱いに苦労していました。しかし、本番が近づ
くにつれ 3 年生一人一人が上達し、真剣な顔つき
に変わっていったことに、成長を感じました。 
 学年競技の OH!kita!ARASHI は、抜きつ抜かれ
つの大接戦となりました。子供たちは自然とお互
いに声を掛け合い、一致団結して協力する姿が見
られました。 
 最後になりましたが、子供たちにとってダンス
や 80ｍ走などで自分たちに向けられた声援や拍手
が、何よりも励みになりました。ありがとうござ
いました。 
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４年          高橋 諒 
今年の４年生のテーマは、｢クールにかっこよ

く。｣去年よりもステップや隊形移動が難しくな
り、練習では子供たちが苦労する場面がたくさん
ありました。そのような中でも、練習に対してひ
たむきに頑張ったり、休み時間に教室で自主練習
をしたりする姿は、とても頼もしく見えました。
そして、当日には息の合った掛け声から一人一人
がクールにダンスを踊ることができました。また、
顔の上げ下げや振りを大きく見せるといったポイ
ントを意識して演技することができました。その
姿は、正に｢ルパン三世｣を思わせるようなかっこ
よさでした。最後には、予告通り大北小４０周年
の主役をしっかりと頂き、開校４０周年記念運動
会を盛り上げました。演技を終えた子供たちも、
担任も笑顔で大成功を讃え合いました。 
保護者の皆様、衣装のご協力、ご家庭での温か

いお声掛けありがとうございました。 

５年         綾 新太郎 
 「足を大きく開いて腰を低く！」「体を大きく動
かしてダイナミックに！」「大きなかけ声で盛り上
げる！」ソーラン節を格好良く踊るコツです。と
は言っても、これが本当に難しく、筋肉痛になっ
たり、声をからしたりと、本気で頑張っているか
らこその疲労もありました。それでも、最高の演
技をしようと、弱音をはかず、運動会本番の演技
を終えるまで精一杯頑張り続けました。演技の最
後で大きく声をあげた子供たちはとてもよい表情
で、５年生の心が一つになった瞬間でした。 
加えて、今年は高学年として初めて迎えた運動

会でした。自分たちの演技・競技はもちろん、係
児童として、大北小の運動会を成功させるために、
責任をもち一生懸命仕事をした経験が、これから
の成長にもつながっていくと感じました。 
保護者の皆様には、温かい励ましの言葉をいた

だき、子供たちにとって、大きな自信になったこ
とと思います。ご協力ありがとうございました。 

６年         吉田 啓伸 
 小学校生活最後の運動会を終えた６年生。そこ
には、力一杯やり遂げた達成感と充実感を感じ、
誇らしげな表情がありました。組体操、鼓笛、騎
馬戦など、わずかな練習期間の中で一つ一つ真剣
に取り組んできた成果だと感じています。一人一
人に与えられた係の仕事、開閉会式での態度から
も、大北小のリーダーとしての意識が高まってき
たことを感じます。子供の作文にもありました
が、「６年生として立派に輝くことができた運動
会」となりました。 
保護者の皆様や地域の方々からの演技に対する

大きな拍手が、子供たちの自信につながり、本番
でも演技を成功させることができました。ご支
援・ご協力に心から感謝いたします。 

 

 


